
｢図書館の多くは、何かの記念事業として設立されたものが多いようであるが、これもなにかの前身
となるものがあって、その充実を期して出来た図書館が多い。篠山町立本郷図書館もその例である。
篠山町立本郷図書館の開館は昭和9年4月10日となっている。しかし、これは公立となった時のことで
あり、実質的には明治44年多紀教育会の巡回文庫にまでさかのぼることができる。｣(｢篠山町百年史｣昭
和58年5月1日発行)

年 取 り 組 み 内 容
明治32年(1899) ｢図書館令｣制定(11月11日)
明治44年(1911) ・多紀郡教育会が巡回文庫(40~50冊入りの文庫10個あまり)を始める
大正 5年(1916) ・多紀郡公会堂(篠山城跡大書院)の一部に｢御大典記念参考館｣を設置し､図書

(600冊あまり)の縦覧を開始
大正10年(1921) ｢公立図書館職員令｣制定(7月21日)
昭和 3年(1928) ・多紀郡役所(東新町)の一隅を借り､｢多紀郡教育会図書館｣の名を掲げ開館(蔵

書約1,700冊､図書室と事務室を合わせて10坪)
職員1名(中山正二氏)

昭和 8年(1933) ｢図書館令｣｢公立図書館職員令｣改正(7月1日)
・本郷大将記念事業として図書館建設に着工

昭和 9年(1934) ・｢多紀郡教育会図書館｣を合併し公立図書館とし､｢篠山町外18か村一部事務
組合立本郷大将記念図書館｣と命名､開館
職員2名(館長事務取扱に古川岩太郎氏(町長)､司書に中山正二氏)

・竣工後、新｢本郷大将記念図書館｣(東
新町)に移転し､新館開館式を挙行
木造平屋建･鉄筋コンクリート造
2階建(延75坪)

昭和21年(1946) ・館名を｢多紀図書館｣と改称
昭和22年(1947) ・経営を篠山町外18か村一部事務組合

から篠山町に移譲し､館名を｢篠山町
立図書館｣と改称(蔵書約7,000冊)

昭和23年(1948) ・第1次館内改造(カウンターの新設､司書室の設置ほか)
職員3名

・兵庫県軍政部民間情報課の要請で｢CIE図書館分室｣を館内に設置

本郷図書館の沿革



年 取 り 組 み 内 容
昭和25年(1950) ｢図書館法｣施行(4月30日)､｢公立図書館職員令｣廃止(7月30日)

・｢図書館法｣施行を機に､従来歴代の管理者が兼ねていた館長に事務職員が選
ばれるようになり､事務職員からの初代館長に中山正二氏が選任

・後庭に物置(7.5坪)､前庭に自転車置き場(4.5坪)を建設
・｢多紀史跡研究会｣を発展解消し｢多紀文化顕彰会｣が設立される
・｢篠山読書会｣が設立される

昭和26年(1951) ・開架図書室(自由開架式)を設置
・｢篠山レコードコンサート協会｣が創設､図書館内に事務所を置く
・｢篠山レコードコンサート協会｣と連携してレコードコンサートを開始

昭和27年(1952) ・童話会｢図書館こども会｣が創設される
・平和条約の発効により｢CIE図書館分室｣を廃止､アメリカ文化センター分室
となる

・図書館が篠山町から篠山町教育委員会の所管となる
昭和28年(1953) ・第2次館内改造(郷土室を開架図書室に改造ほか)

職員4名
・｢多紀文化顕彰会｣の事務所を図書館内に置く
・｢篠山町立図書館25年史｣を発行

昭和29年(1954) ｢図書館の自由に関する宣言｣ 日本図書館協会総会で採択
・後庭の市民講堂別棟の半分(9坪)を第2図書室として使用

昭和30年(1955) ・町村合併により新｢篠山町｣となる
昭和31年(1956) ・館名を｢篠山町立本郷図書館｣と改称

・人形劇グループ｢どんぐり児童友の会｣が創設される
昭和33年(1958) ・創立30周年を記念して､自動車によ

る移動図書館(｢白鳥号｣(自動三輪車)
と命名)サービスを開始

・後庭の物置の半分を改修し､移動図書館用自動車の車庫として使用
・｢どんぐり児童友の会｣から｢どんぐり児童文化研究会｣に改称､図書館内に事
務所を置く

昭和36年(1961) ・装備を新たにした2代目｢白鳥号｣(自
動四輪車)により移動図書館サービス
を継続(~昭和41年)



年 取 り 組 み 内 容
昭和39年(1964) ・｢篠山勤労者音楽協会｣が設立､図書館内に事務所を置く

・｢篠山図書館35年史｣を発行
昭和40年(1965) ・職員が3名となる

・多紀郡教育事務組合教育委員会の設置により図書館が篠山町教育委員会から
その所管となる

昭和43年(1968) ・創立40周年を迎える
昭和48年(1973) ・元篠山鳳鳴高等学校図書館(北新町)

に移転

昭和50年(1975) ・篠山町･城東町･多紀町の合併により新｢篠山町｣となる
昭和53年(1978) ・創立50周年を迎える

・｢篠山読書友の会｣が発足、｢図書館講演会｣の開催
昭和54年(1979) ｢図書館の自由に関する宣言｣ 日本図書館協会総会で改訂
昭和55年(1980) ｢図書館員の倫理綱領｣ 日本図書館協会総会で決議
昭和58年(1983) ・｢図書運営委員会｣が発足
昭和60年(1985) ・｢万葉研究会｣が発足
昭和62年(1987) ・たんば田園交響ホール建設のためエ

リアホール(乾新町)に移転

昭和63年(1988) ・｢おはなし会｣を開始
平成 2年(1990) ・｢図書館だより｣を発行
平成 4年(1992) ・職員が3名となる

・町内小学3年生の図書館見学受入を開始
平成 5年(1993) ・法務局建設のため元大手前展示館

(北新町)に移転



年 取 り 組 み 内 容
平成 6年(1994) ・図書館流通センターの図書整理システムを採用

・予約､リクエストサービスの導入
・障害者サービス(録音図書)の実施､高齢者への本の託送開始
・団体貸し出しの開始
・月毎にテーマ別図書の展示

平成 7年(1995) ・ヤングアダルトコーナーを設置
・図書館流通センターの新方式による納品開始
・登録番号制による貸し出し開始
・｢一日図書館員｣の開始(小･中･高校生)
・小学生用の図書館だより｢ゆめいろ｣を発行
・女性委員会から図書館建設についての提言書が提出

平成 8年(1996) ・紙芝居の展示、街頭紙芝居の実施
平成 9年(1997) ・機構改革により生涯学習課図書館係となる

・｢新読書会｣の発足､｢読書講演会｣を開催
・｢ストーリーテリング講座｣を開催
・｢午後の読書サロン｣を開催
・｢新館建設基本計画書｣を作成

平成10年(1998) ・｢紙芝居講座｣を開催
・先進図書館を視察
・創立70周年記念講演会･記念展示を開催
・図書館通信｢こんにちは図書館です｣を発行
・｢篠山町立本郷図書館 創立70周年記念誌｣を発行

平成11年(1999) ・篠山町･西紀町･丹南町･今田町の合併により｢篠山市｣が誕生
｢篠山市立本郷図書館｣となる

平成14年(2002) ・｢篠山市立本郷図書館｣休館(12月~)
平成15年4月から篠山市民センター図書コーナーとして開館
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